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議長に平田氏（新）

副議長に海江田氏（再）
8月28日の臨時町議会において、議会構成が

決まりました。新しい議長には平田喜臣氏〔53才）

が当選、副議長には海江田博信氏（61才）が再選

されました。島常任委員会の構成は次のとおり

です。海江田副議長

平
田
議
長
の
抱
負

8
月
2
8
日
の
議
長
選
拳
に
よ

り
ま
し
て
、
不
肖
私
が
議
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
は
議
会
議
員
に
当
選
し
て

以
来
、
無
私
・
使
命
感
・
ロ
マ

ン
を
政
治
信
条
に
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
こ
と

を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
大
切
に
し
て
、
町
民

の
声
を
議
会
に
反
映
し
、
公
正

な
満
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

議長選挙の投票結果

平　田　善　臣…13票

投票は議員全員により行いました。

他の7票は白票6票と1議員の1票でした。

吉　岡　光　明　　教育民生（長）

笹　木　光　広　　産　業　建　設

西　村　昭　教　　総　　　　務

梨　澤　節　三　　教　育　民　生

久保田　英　市　　産　業　建　設

中　川　一　男　　総　　務（長）

青　柳　輝　義　　教育民生（副）

米　沢　義　英　　産業建設（副）

松　井　喜代治　　教　育　民　生

松　田　勝　利　　総　　　　務

吉　武　敏　彦　　総　　務幅1月

石　川　洋　次　　産業建設（長）

清　水　茂　雄　　教　育　民　生

小　野　三　郎　　産　業　建　設

徳　島　　　稔　　総　　　　務

佐　藤　政　幸　　産　業　建、設

仲　島　康　行　　総　　　　務

小　野　　　忠　　産　業　建　設

海江田　博　信　　教　育　民　生

平　田　喜　臣　　総　　　　務



議会運営委員会は、議会の会期や議事日程など

本会議の運営に関することを協議します。

委員長　　徳　島　　　稔

副　〃　　松　井　喜代治

委　員　　中　川　一　男

〃　　　吉　岡　光　明

〃　　　石　川　洋　次

〃　　　米　沢　義　英

（議　長）　平　田　喜　臣

（副議長）　海江田　博　信

議
会
選
出
の
監
査
委
員

佐
藤
政
幸
議
員
を
選
任

町
の
監
査
委
員
に
議
会
は
佐

藤
政
幸
議
員
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

今
回
の
議
会
議
員
の
改
選
に

伴
い
、
議
会
議
員
か
ら
新
た
に

選
出
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
監
査
委
員
は
2
人
で

民
間
人
か
ら
識
見
を
有
す
る
人

と
し
て
、
平
塚
代
表
監
査
委
員

が
現
在
就
任
し
て
い
ま
す
。
任

期
は
4
年
で
す
。

経
歴
∇
佐
藤
政
幸
氏
小
さ
と

う
ま
さ
ゆ
き
）
昭
和
3
6
年
日
本

大
学
経
済
学
科
卒
業
。

平
成
3
年
議
員
初
当
選
。
議
会

広
報
特
別
委
員
会
委
員
長
、
町

教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
な
ど

の
役
職
を
歴
任
。

昭
和
8
年
4
月
2
4
日
生
ま
れ
。

62
歳
町
内
泉
町
存
在

佐藤政幸議員

消防事務組合議員

副　 議　 長 松　 田　 勝　 利

議　　　　 員 仲　 島　 康　 行

議　　　　 員 小　 野　　　 忠

議　　　　 員 佐　 藤　 政　 幸

串内草地組合議員

議　　　　 員 笹　 木　 光　 広

議　　　　 員 久保田　 英　 市

審議会等委員

●町青少年問題協議会

米　 沢　 義　 英 清　 水　 茂　 雄

●町都市計画審議会

西　 村　 昭　 教 梨　 澤　 節　 三

●町民生委員推せん会

吉　 武　 敏　 彦



9
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て

一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
が

審
議
さ
れ
、
4
議
員
の
質
疑
を

行
っ
た
あ
と
、
一
般
会
計
的
3

億
円
を
初
め
と
す
る
補
正
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。

十
勝
岳
地
域
総
合
整
備
に
つ

い
て

梨
澤
議
員
　
浴
場
棟
に
引
く
湯

温
が
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置
の
考
え
は
あ
る

の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
温
度
調
査
の

結
果
、
3
2
度
か
ら
4
5
度
の
湯
温

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
別
の
場
所
で
は
4
8
度

の
湯
温
が
演
出
し
て
い
る
。

湯
量
が
多
い
時
期
に
現
温
が

下
が
る
の
で
、
将
来
の
た
め
に

熱
交
換
器
を
設
置
す
る
。

梨
澤
議
員
　
冬
場
は
露
天
風
呂

の
通
路
が
狭
く
な
り
安
全
面
は

ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
　
全
体
で
1
5
0
人

程
度
の
収
容
で
供
用
開
始
に
特

に
心
配
は
し
て
い
な
い
が
臨
機

に
対
応
す
る
。
落
雪
対
策
と
し

て
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

施
工
す
る
。

仲
島
議
員
　
露
天
風
呂
は
冬
場

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

ま
た
、
全
部
の
露
天
風
呂
の

お
湯
を
ま
か
な
う
だ
け
の
温
度

は
あ
る
の
か
。
冬
場
は
使
用
で

き
る
の
か
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
　
温
泉
の
湧
出

量
は
全
体
で
毎
分
約
千
7
0
0
リ
ッ

タ
ー
で
冬
も
そ
の
ま
ま
使
う
。

露
天
風
呂
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
よ
っ
て
低
温
・
中
温
・
高
温

に
分
け
て
利
用
す
る
。

新
湯
源
の
配
管
内
容
等
は
議

会
と
協
議
す
る
。

仲
島
議
員
　
露
天
風
呂
の
入
浴

料
金
の
設
定
や
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
経
営
内
容
が
安
易
で

は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長
　
内
在
す
る
問

題
が
あ
る
が
利
用
形
態
は
町
民

の
た
め
に
低
料
金
に
し
た
い
。

経
営
収
支
は
3
千
8
8
0
万
円
を
計

画
し
て
い
る
。
今
後
、
機
会
を

通
じ
て
理
解
を
求
め
た
い
。

地
方
債
の
利
率
の
現
状
は

松
田
議
員
　
農
業
施
設
災
害
の

地
方
債
の
利
率
が
7
・
5
％
以
内

で
あ
る
が
現
在
の
低
金
利
時
代

に
高
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
現
時
点
で
は
4
パ
ー

セ
ン
ト
台
の
金
利
だ
が
、
議
決

で
は
最
大
限
の
予
算
と
し
て
い

る
。米

の
自
由
化
に
よ
る
価
格
対

策
は

米
沢
諸
員
　
新
食
糧
法
が
今
年

か
ら
施
行
き
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
米
が
自
由
化
さ
れ
、
政
府

管
理
米
に
比
べ
売
買
価
格
が
下

が
る
が
、
今
後
、
国
に
買
入
価

格
を
引
上
げ
る
よ
う
要
請
し
、

農
業
者
を
守
る
べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド

に
よ
る
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
（
最

低
輸
入
量
）
に
は
あ
ま
り
危
機

感
を
感
じ
て
い
な
い
。
地
元
の

米
を
消
費
者
の
味
覚
に
会
う
よ

う
に
良
質
米
生
産
に
取
り
組
み
、

価
格
安
定
を
目
指
す
。

農
政
課
長
　
米
の
生
産
価
格
を

維
持
す
る
た
め
に
、
無
農
薬
等

付
加
価
値
を
高
め
た
い
。



補正予算

農
家
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
設
置

総
額
1
億
4
干
5
9
5
万
円

新
し
い
農
業
情
報
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
農
家
に
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
を
設
置
し
、
町
・
農
協
・
普

及
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
1
か
ら
情
報
の
提
供

な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
郵
送
文
書
の

軽
減
や
町
内
4
か
所
の
気
象
や

市
況
、
営
農
な
ど
の
各
種
情
報

を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
用
は
、
国
か
ら
約
2
分
の

1
の
補
助
と
、
残
り
を
町
・
農

協
・
農
家
が
負
担
し
ま
す
。

全
体
事
業
費
は
1
億
4
千
5
9
5

万
円
で
す
。
農
家
に
設
置
す
る

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
5
8
4
台
。
農
協

に
研
修
用
パ
ソ
コ
ン
5
台
を
設

置
し
ま
す
。

ファクシミリ設置で農業も情報化時代に

平
成
5
年
度
か
ら
営
農
集
団

の
機
械
化
に
補
助
し
て
い
る
も

の
で
、
本
年
度
は
集
団
か
ら
の

希
望
が
多
い
た
め
、
予
算
を
5
8
7

万
円
増
額
し
た
も
の
で
す
。

全
体
事
業
費
は
8
千
9
9
9
万
円

で
、
補
助
率
は
2
5
％
で
す
。

〔
町
が
2
0
％
、
農
協
が
5
％
）

■平成7年度9月補正予算の状況　　　　（単位：千円）

会　 計　名 補 正 額 補 正 後 の額

一　　　　　 般 2億9 ．8 99万8 101億1，527万6

国　　　　　 保 1．000万5 9億5 、593万0

簡　 易　 水　 道 36 0万6 5．800万4

公　 共　 下　 水　 道 945万1 9億3、485万7

■一般会計補正予算のあらまし　　　　　　　　△は減額

歳 入 （財源）の 内 訳 l 補正額（千円）

国や道却らの負担金、補助金、委託金 2億8 ．014万8

町税 〔町民などからの税金） 1．445万8

繰入金 （農業振興基金からの繰入） 3，000万0

町債 〔町が借りるお金） △560万0

歳入合計

歳 出 （主な使い道）の 内＿一訳 補正額（ 千円）

集団営農用機械導入費 587万2

農業情報システム設置 〔ファクシミリ等〕華 1倍4．595万6

コルコニウシベツ川改修用地取得費 1．423万2

江花通り街路整備用地取得費 7，501万1

農業用施設現年発生災害復旧費 7．036万1

集中豪雨 土木災害復旧費 240万0

十勝岳地域総合 整備（湯源施設調査設計委託費） 150万0

今
年
の
春
の
融
雪
災
害
に
よ
っ

て
、
農
業
用
の
水
路
が
被
害
を

受
け
た
た
め
に
復
旧
す
る
も
の

で
す
。
事
業
費
は
6
千
9
6
5
万
円

で
、
約
9
6
％
が
国
か
ら
の
補
助

金
で
す
。

災害地区名 延長（m ）

島　 津8 地区　 4 2 1

島　 津 7　 〃 1 8 9

島　 津 2　 〃 1 7 5

江　 花 15　〃 1 1 5

江　 幌 9　 〃 1 2 6

静　 修 9　 〟 1 1 6

里　 仁 5　 〃 9 1

静　 修 6　 〃 8 7

里　 仁 3　 〃 2 2 3

草　 分 3　 〃 2 3 3

日の出 6　 〃 1 5 1

旭　 野 5　 〃 1 2 6



町
長
の
資
産
公
開

条
例
を
可
決

こ
の
条
例
は
、
政
治
倫
理
の

確
立
の
た
め
の
資
産
等
の
公
開

の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
町
長
の
資
産
や
所
得
に
関

す
る
報
告
書
作
成
な
ど
を
定
め

た
も
の
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。こ

れ
に
よ
り
、
誰
も
が
町
長

の
資
産
な
ど
の
内
容
を
閲
覧
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

条
例
施
行
は
、
平
成
8
年
1

月
1
日
か
ら
で
す
。

報

告

す

る

資

産

・

所

得

∇
土
地
∇
地
上
権
、
賃
借
権

∇
建
物
∇
預
貯
金
（
普
通
・
当
座

を
除
く
）
　
∇
金
銭
信
託
∇
有
価

証
券
∇
自
動
車
、
美
術
工
芸
品

等
∇
ゴ
ル
フ
場
会
員
券
∇
貸
付

金
∇
借
入
金

∇
総
所
得
金
額

農
業
惜
報
セ
ン
タ
ー
の

設
置
条
例
を
可
決

こ
の
条
例
は
、
町
が
農
家
へ

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
設
置
す
る
事

業
と
並
行
し
農
業
情
報
の
提
供

や
技
術
指
導
を
行
う
た
め
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
機
器
を

設
置
す
る
も
の
で
、
原
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
農
協
事
務
所
の

2
階
で
、
管
理
は
農
協
へ
委
託

し
ま
す
。
機
器
利
用
料
金
は
月

千
円
で
す
。

太
田
信
夫
委
員
の
再
任
同
意

教
育
委
員
会
委
員
に
太
田
信

夫
委
員
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
再
任
は
同
氏

が
9
月
3
1
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
で
す
。

太田信夫氏

■教育委員会委員の構成

氏　　　 名

委員長 中　 尾　 之　 弘

委　 員 太　 田　 信　 夫

委　 員． 小　 澤　 治　 子

委　 員 久　 保　 儀　 之

教育長 西　 口　　　 登

■選挙された選挙管理委員

氏　　　 名

委　 員 久　 保　 栄　 司

〃 松　 田　 達　 雄

〃 高　 木　　　 誠

〃 守　 田　 昭　 子

町
の
選
挙
管
理
委
員
を
選
挙

し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
は
議
会
が
選

挙
す
る
も
の
で
、
議
長
の
指
名

推
薦
に
よ
り
選
挙
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
選
挙
管
理
委

員
が
欠
け
た
場
合
の
補
充
員
4

人
を
次
の
順
位
で
選
挙
し
ま
し

た
。
安
部
彦
市
・
原
田
泰
一
・

土
田
栄
吉
・
江
森
孝
良

要
望
意
見
を
取
り
上
げ
ま
し
た

北
海
道
教
職
員
組
合
上
富
良

野
支
会
か
ら
出
さ
れ
た
「
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
一
部
適
用
除

外
に
関
す
る
要
望
」
を
議
会
の

意
見
書
と
し
て
国
へ
送
付
し
ま

し
た
。

選
挙
管
理
委
員
を
選
挙



米沢議員

Q
、
国
保
税
の
引
下
げ
を
　
A
、
現
行
の
軽
減
措
置
で
対
処

Q
、
ゴ
ミ
捨
場
周
辺
カ
ラ
ス
駆
除
は
　
A
、
対
策
を
講
じ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ
を

問
選
挙
後
の
初
議
会
に
あ
た

り
町
長
の
所
信
を
問
う
が
、
国

保
加
入
者
の
多
く
が
、
国
保
税

の
引
き
下
げ
を
願
っ
て
い
る
。

自
営
業
五
人
家
族
の
場
合
、

刑
万
円
の
所
得
で
国
保
税
が
4

2

万
円
に
な
る
。
町
長
の
高
額
所

得
者
で
も
4
2
万
円
で
は
国
保
税

が
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

国
保
税
が
高
い
こ
と
に
反
省

が
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
新

年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
て
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
町
と
し
て
軽
減
措
置

を
行
い
、
6
割
軽
減
4
3
8
世
帯
、

4
割
軽
減
9
2
世
帯
を
実
施
、
国

保
運
営
協
議
会
の
答
申
を
受
け

最
高
限
度
額
5
0
万
円
に
据
え
置

き
、
低
所
得
者
軽
減
対
策
と
し

て
一
般
会
計
よ
り
8
千
2
0
万
円

を
繰
り
入
れ
て
保
険
税
の
軽
減

措
置
を
講
じ
て
い
る
。

図
書
館
、
文
化
会
館
建
設
を

問
生
涯
教
育
の
要
求
が
高
ま

り
文
化
施
設
の
活
用
が
要
求
さ

れ
て
い
る
が
、
わ
が
町
に
お
い

て
は
住
民
の
要
求
に
応
え
る
図

書
館
、
文
化
会
館
建
設
の
展
望

が
見
え
て
こ
な
い
が
、
将
来
の

位
置
づ
け
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
図
書
館
、
文
化
会
館

の
建
設
は
、
生
涯
学
習
と
社
会
、

生
活
水
準
の
向
上
、
週
休
2
日

制
の
実
施
な
ど
、
こ
れ
ら
の
施

設
の
必
要
性
は
充
分
認
識
し
て

い
る
が
、
財
政
上
か
ら
も
、
他

の
事
業
と
の
調
整
を
図
り
、
文

化
連
盟
を
主
体
と
す
る
町
民
の

強
い
要
望
に
で
き
る
だ
け
早
い

う
ち
に
実
現
を
見
る
よ
う
に
努

力
す
る
。

車
中
ゴ
ミ
捨
て
場
の
カ
ラ
ス

駆
除
に
つ
い
て

問
　
ゴ
ミ
捨
て
場
に
カ
ラ
ス
が

多
く
飛
来
し
、
周
辺
の
デ
ン
ト

コ
ー
ン
畑
等
に
被
害
が
出
て
い

る
が
、
カ
ラ
ス
の
駆
除
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
　
東
中
ゴ
ミ
捨
て
場
の
カ

ラ
ス
駆
除
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
対
応
し
、
猟
友
会
へ
の
有
害

駆
除
依
頼
、
カ
ラ
ス
の
死
骸
、

鳥
害
防
止
器
具
の
取
り
つ
け
等

に
よ
り
、
地
域
住
民
と
充
分
協

議
し
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

銀
座
通
り
に
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置
を

問
　
街
の
顔
と
も
な
っ
て
い
る

銀
座
通
り
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

お
祭
り
の
時
に
出
店
し
て
い
る

露
店
商
の
方
が
露
天
裏
な
ど
で

用
を
足
す
た
め
に
衛
生
上
う
ま

く
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
公

衆
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

町
長
　
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
の
条
件
と
し
て
考
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
観
光
地
域
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
協

議
の
も
と
に
進
め
て
来
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
質
問
の
通
称
、

銀
座
通
り
内
に
公
衆
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
考

え
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
商
店

街
再
開
発
と
駅
前
周
辺
整
備
事

業
の
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
計
画
の

展
開
の
中
で
検
討
さ
れ
て
行
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。

公
共
用
管
理
道
路
の
通
行
止

め
の
解
除
に
つ
い
て

問
　
社
会
教
育
総
会
セ
ン
タ
ー

藁
に
、
社
会
教
育
課
管
理
の
用

地
が
あ
る
が
、
そ
の
道
路
が
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。

緑
町
公
営
住
宅
入
居
者
か
ら

は
公
営
住
宅
入
居
者
の
避
難
路

に
な
っ
て
い
る
の
に
通
行
止
め

の
柵
が
あ
る
の
は
お
か
し
い
と

の
声
が
あ
る
。

ま
た
、
入
居
者
か
ら
柵
の
撤

去
を
申
し
入
れ
た
が
改
善
さ
れ

な
い
等
の
不
満
も
出
て
い
る
。

柵
を
撤
去
す
べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
質
問
の
管
理
通
路
は
社

会
教
育
総
会
セ
ン
タ
ー
の
施
設

管
理
道
路
と
し
て
整
備
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
付
近

の
町
内
会
長
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
上
か
ら
車
の
通
行
は
危

険
で
あ
る
と
の
ご
意
見
が
あ
り

調
査
の
上
、
車
の
通
行
を
禁
止

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
通
行
止
め

の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
遠
路
条

件
の
整
備
、
あ
る
い
は
住
宅
用

地
各
所
か
ら
道
路
へ
の
進
入
な

ど
、
今
後
解
決
す
べ
き
問
題
が

あ
る
の
で
、
当
分
は
現
状
維
持

で
進
め
た
い
の
で
理
解
願
い
た

い
。



清水議員

Q
、
青
少
年
健
全
育
成
は
　
A
、
推
進
す
る

Q
、
自
衛
隊
東
門
交
通
対
策
は
　
A
、
改
善
に
働
き
か
け
る

青
少
年
健
全
育
成
対
策

問
　
青
少
年
健
全
育
成
事
業
は

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
、
よ
り
良
い
環
境
を
作
る

事
が
行
政
及
び
社
会
の
責
任
で

あ
り
今
後
行
政
の
中
で
位
置
づ

げ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

町
長
　
青
少
年
育
成
は
行
政
の

最
重
要
課
題
と
認
識
し
て
お
り

家
庭
を
始
め
関
係
機
関
及
び
地

域
社
会
と
連
携
を
密
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

問
　
い
じ
め
、
非
行
、
校
内
暴

力
等
が
大
き
な
吐
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
本
町
の
実
態
と
今
後

の
対
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
い
じ
め
、
非
行
、
校
内

暴
力
等
に
つ
い
て
は
、
本
町
で

も
昨
年
4
0
件
程
度
発
生
し
て
お

り
問
題
は
大
き
い
。
学
校
、
家

庭
と
更
に
連
携
を
深
め
未
然
防

止
に
努
力
し
た
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
つ
い

て
、
指
導
者
、
資
金
の
不
足
及
び

施
設
に
種
々
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
今
後
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
学

校
外
活
動
の
重
要
な
役
割
を
果

た
す
も
の
と
認
識
し
て
お
り
補

助
金
を
含
め
更
に
充
実
体
制
で

望
み
た
い
。

農

業

経

営

安

定

化

対

策

問
　
農
家
の
負
債
対
策
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
、
ま
た
こ

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
農
家
の
負
債
総
額
は
、

1
0
9
億
円
程
度
と
承
知
し
て
お
り

対
策
と
し
て
経
常
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
る
た
め
、
農
業
機
械
の

共
同
利
用
、
営
農
集
団
の
育
成

等
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
農
業
後
継
者
不
足
は
、
大

変
憂
慮
す
べ
き
問
題
と
思
う
。

ま
た
、
高
度
な
専
門
知
識
の
習

得
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
。
こ

の
二
点
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
農
業
経
営
者
は
5
8
4
戸
、

そ
の
内
後
継
者
が
い
な
い
戸
数

は
3
3
％
に
及
ぶ
新
就
農
者
、
新

学
卒
者
、
U
タ
ー
ン
者
に
対
す

る
支
援
措
置
を
講
じ
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
技
術
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
技
術
セ
ン
タ
ー
、
育
苗
セ

ン
タ
ー
等
の
効
果
的
利
用
運
営
、

生
産
部
会
の
講
習
会
、
技
術
研

健
全
開
催
等
関
係
団
体
と
取
り

組
ん
で
い
る
が
更
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

高
齢
者
及
び
身
体
障
害
者
の

福
祉
対
策
に
つ
い
て

問
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
入

所
待
ち
が
現
在
2
0
名
を
越
え
て

い
る
が
行
政
と
し
て
老
人
福
祉

対
策
の
実
態
と
解
決
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
に
当
り
本
町
老
人
福
祉
計
画

に
よ
り
在
宅
施
策
に
重
点
を
置

き
平
成
九
年
完
成
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
保
健

婦
の
増
員
を
図
り
種
々
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
身
体
障
害
者
は
特
殊
な
住

宅
構
造
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が

そ
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
昨
年
度
よ
り
富
町
に
建

設
の
公
営
住
宅
を
高
齢
者
及
び

身
体
障
害
者
用
に
可
能
な
整
備

を
行
な
い
、
今
後
も
弱
者
に
や

さ
し
い
住
宅
の
建
設
に
努
力
し

た
い
。自

衛
隊
東
門
前
交
差
点
に
お

け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
　
当
交
差
点
は
午
前
七
時
か

ら
八
時
と
午
後
五
時
か
ら
六
時

の
時
間
帯
は
交
通
量
が
激
し
さ

を
増
し
事
故
が
心
配
さ
れ
る
が

そ
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
東
門
前
交
差
点
は
特
に

改
善
を
褒
す
る
危
険
箇
所
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
管
理
者
で

あ
る
道
に
対
し
て
も
再
三
改
善

要
望
を
行
な
い
道
で
も
検
討
を

進
め
て
い
る
が
、
今
後
も
引
き

続
き
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

再
質
問

問
　
青
少
年
健
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
独
立
し
た
部
門
を
設
置

し
て
頂
き
た
い
。

町
長
　
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
ま
と

め
た
中
で
、
健
全
育
成
に
向
け

組
織
化
を
図
り
な
が
ら
、
今
年

か
ら
更
に
精
力
的
に
推
進
す
る
。

問
　
音
町
公
営
住
宅
は
ト
イ
レ

そ
の
他
に
つ
い
て
も
高
齢
者
が

身
体
障
害
者
の
使
用
に
対
し
て

充
分
な
配
慮
が
必
要
と
思
う
が

伺
い
た
い
。

町
長
　
道
の
指
導
を
受
け
高
齢

者
及
び
身
体
障
害
者
に
も
充
分

利
用
で
き
る
公
住
建
設
を
推
進

し
た
い
。



全
町
的
視
野
で
活
躍
を

ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
厳
粛
の
中
に
も

活
気
が
感
じ
ら
れ
な
く
、
年
齢
的
に
も
若

返
り
は
し
ま
し
た
が
、
初
議
会
と
し
て
は

低
調
で
町
政
に
対
す
る
意
気
込
み
が
伝
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
町
民
が
町
政
に
関
心
が
低
い
の

か
傍
聴
も
少
な
く
元
議
員
3
人
と
そ
の
他

2
人
で
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

現
象
は
地
方
ば
か
り
で
な
く
国
や
道
に
お

い
で
も
同
じ
で
、
関
心
は
あ
る
が
誰
が
な
っ

て
も
同
じ
と
諦
め
で
し
ょ
う
か
。

一
般
質
問
は
新
旧
各
1
人
で
し
た
が
、

特
に
新
議
員
の
質
問
は
時
を
得
た
問
題
で

憂
慮
す
べ
き
課
題
で
賛
意
を
表
し
ま
す
。

時
代
も
変
遷
し
町
内
の
道
路
や
河
川
も
改

修
が
進
み
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
で
全

町
的
視
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し

ま
す
。今

後
は
各
委
員
会
の
傍
聴
を
検
討
さ
れ

る
こ
と
を
立
候
補
の
公
約
と
し
、
当
選
後

の
初
心
の
決
意
で
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。

公
約
を
守
こ
と
が
信
頼
の
第
一
と
考
え
ま

す。　　　大森　忠　富原2北

町議会傍聴
所感

一般質問わ
ずか2人

今回は議会
選挙直後の
議会であり

町政に深い
関心を持っ
て当選され
た

8人の新議
員が日ごろ
町政への関
心

事に活発な
質問を展開
するであろ
う

と期待した
が質問者わ
ずか2人で
あっ

た。

選挙疲れか
、町政に対
する関心の低さか、こ

れでは折角
傍聴に行っ
て

も一抹の淋
しさを禁じ
得ない。

こんな中で
、毎回欠か
すことなく

一般質問を
している議
員と新人な
が

ら町政に関
心を持ち活
発に質問を
展

開した議員
に拍手を送
りたい。

私もかつて
初当選以来
1

2年にわた

り一般質問
は1度と欠
かしたこと
が

なかったと
記憶してい
る。

当時は質問
者が多く時
には2日に

及んだこと
などを思い
出し、物足
り

なさと寂し
さを感じた
。12月の
定例

議会には期
待して賢明
なる議員各
位

のご障闘を
折りたい。
鎌倉周吉新
町2丁目

新
人
議
員
の
健
闘
を

最
近
は
町
議
会
の
一
般
質
問
の
内
容
が

議
会
だ
よ
り
に
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
私

も
あ
ま
り
傍
聴
に
行
か
な
い
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

今
回
、
9
月
2
1
日
は
町
議
会
の
議
員
の

改
選
後
初
の
議
会
で
あ
り
ま
し
た
の
で
傍

聴
し
ま
し
た
が
質
問
者
2
人
と
は
寂
し
い

感
じ
も
し
ま
し
た
。
質
問
議
員
は
そ
れ
ぞ

れ
に
勉
強
さ
れ
て
内
容
は
非
常
に
立
派
で

し
た
。特

に
、
新
人
議
員
が
質
問
し
た
自
衛
隊

裏
門
の
交
通
問
題
は
当
時
私
が
議
員
で
あ
っ

た
と
き
に
取
上
げ
た
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、

近
年
は
ま
す
ま
す
交
通
量
が
多
い
こ
と
か

ら
交
通
事
故
防
止
上
1
日
も
早
く
改
善
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
の
住
宅
問
題
な
ど

は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
棟
家
族
化
が
進

む
中
で
こ
の
こ
と
は
切
実
な
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。

今
後
と
も
新
議
員
を
初
め
と
す
る
議
員

各
位
の
活
発
な
議
論
の
展
開
と
議
員
の
調

査
活
動
に
期
待
し
、
よ
り
よ
い
町
境
に
努

力
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。
　
高
田
秀
雄
　
草
分
6

■12月定例会は12月中旬開会予定　議会は公開です。あなたも議会を傍聴してみませんか。



町の施設を調査しました
10月11日、全議員による町内行政調査を行いました。現在建設

中の工事現場を中心に20ヶ所を調査しました。

ポイント5ヶ所

カメラ探訪

研
修
し
ま
し
た

沿
線
議
員
研
修
会
に
参
加

相
月
2
日
、
富
良
野
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
、
富
良
野
沿

線
の
議
員
研
修
会
に
1
5
人
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
北
海
道
新
聞
論
説
委

員
の
相
川
　
重
民
で
「
地
方
議

会
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
町
執
行
者
と
の

緊
張
関
係
や
最
近
の
地
方
分
権

等
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
人
議
員
研
修
会

8
月
2
1
日
、
今
回
初
当
選
し

た
8
人
の
議
員
が
議
会
事
務
局

長
と
町
総
務
課
長
か
ら
新
議
員

と
し
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

研
修
で
は
議
会
で
の
質
問
方

法
や
町
の
予
算
の
し
く
み
な
ど

を
研
修
し
ま
し
た
。

■
富
良
野
沿
線
議
員
研
修
会

編
　
集
　
後
　
記

山
野
紅
葉
に
満
ち
北
国
で

は
早
、
晩
秋
の
色
を
深
め
て

お
り
ま
す
。
去
る
八
月
に
行

わ
れ
た
本
町
の
町
議
会
選
挙

で
新
し
い
2
0
人
の
議
員
が
誕

生
し
初
議
会
に
お
い
て
、
議

長
職
を
始
め
各
所
管
委
員
会

の
構
成
も
走
り
、
住
民
の
代

表
と
し
て
、
行
政
を
監
視
し

推

進

す

る

議

会

活

動

が

ス

タ

ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
二
月
．
初
め
て
町
議

会
広
報
紙
と
し
て
、
議
会
だ

よ
り
、
「
か
み
ふ
ら
の
」
を
創

刊
し
、
ど
う
に
か
現
在
8
号

目
の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
特
別
委
員
も
総
勢
6
人

で
、
当
選
一
年
目
の
新
人
議

員
4
人
が
含
ま
れ
、
今
後
新

し
い
感
覚
で
広
報
紙
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

激
し
く
変
化
す
る
国
内
外

の
政
治
社
会
、
経
済
情
勢
の

中
で
、
地
方
の
議
会
や
自
治

体
の
果
す
役
割
は
、
ま
す
ま

す
増
大
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
、
住
民
の
政

治
不
信
へ
の
解
消
努
力
、
住

民
生
活
の
安
全
確
保
、
進
出

す
る
大
型
店
に
よ
る
商
圏
対

策
等
住
民
に
身
近
な
問
題
も

多
く
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
皆
さ
ん
の

当
広
報
へ
の
率
直
・
貴
重
な

御
意
見
を
場
り
な
が
ら
、
広

報
委
員
、
担
当
事
務
局
共
々

所
信
を
忘
れ
ず
一
生
懸
命
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

御
指
導
・
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

〔
委
員
長
　
青
柳
輝
義
）

新しい広報特別委員

委員長　青　柳　輝　義

副　〃　梨　澤　節　三

委　員　西　村　昭　教

委　員　佐　藤　政　幸

委　員　仲　島　康　行

委　員　小　野　　　忠


